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要約：このレポートでは、2018年から 2022年までの高知工科大学女性エンジニア協会（KSWE）の
活動をまとめている。KSWEは 4年間、女子学生や研究者が科学技術分野でコミュニケーション、知
識の習得、社会体験などを行うための舞台を提供してきた。香美キャンパスでの様々な活動経験を

通して、女子学生は活躍と自信を得て成長している。

1.はじめに

「理工系分野における女性活躍の推進を目的とし

た関係国の社会制度・人材育成等に関する比較・分

析調査報告書（平成 29年 4月）」より女性研究者な
ど理系女子が占める割合はイギリスが 38.1 %で、研
究者約 2.6人に 1人が女性という割合になっている。
それに対して日本は 14.7 %で約 6.8人に 1人。産業
分野の女性がシンガポール 26.1 %日本は 8.1 %1)。

理工系女性の育成と理工系分野における女性活

躍の推進を目的とし、2018年の KSWE「女性エン
ジニア協会（KSWE）」発足から 4年間、KSWEが
提供したさまざまな活動により、香美キャンパスの

女子学生は非常に活発で自信を持てるようになって

きている。本報告書は KSWEの活動を紹介し、そ
れらの活動に参加した学生たちの視点からの評価

と感想を説明する。

2.講演会

KSWEでは、企業や大学などで働く先輩女性研究
者、女性エンジニアから就職に至った経緯や現在の

研究内容、ワークライフバランスといった女性エン

ジニアに関連するテーマでお話を伺う機会を設け

ている。

本学の女性エンジニアがキャリアプランを構築す

るヒントを得ることを目標としている。

2.1 【Google × KSWE合同イベント】
開催日時 2019年 6月 14日（金）5限
アメリカ合衆国の主要な IT企業でビッグ 5の一

つである Google LLC日本法人よりお二人の女性エ
ンジニアをお招きした。

講演者は加藤沙羅さん（ソフトウェアエンジニ

ア）、西條柚さん（Chrome Browser開発）。お二人に
は「ソフトウェアエンジニアのキャリアについて」

というテーマで、Googleでのキャリアと経験、ソフ
トウェア工学に興味を持った経緯、なぜGoogleを選
んだのか/どのようにして採用されたのか、Google
のエンジニアとしての一日の過ごし方などをお話

しいただいた。

お二人の共通点は、 1O英語が堪能であるところ、

2OGoogle インターンに 2 回以上は参加しているこ
と、また、 3Oコーディングの勉強をしていることで

あった。オーストラリアで育った加藤さんはオース

トラリアでのインターンシップに 3 回参加されて
いる。現在 Googleは女性エンジニアが少ないこと
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レベルに合わせて用意している。その中には教育プ

ログラムが組み込まれており、学生が勉強しながら

プログラムに参加できるようである。 

西條さんも将来どのようなことがしたいのかはっ

きりしなかったために、何度もインターンに参加し、

自身の将来像を決定していったようだった。 

 

参加者の感想： 

（工学研究科基盤工学専攻 電子・光システム工学コ

ース M1 猪岡柚香） 

 

今回の講演会は、「ソフトウェアエンジニアのキャ

リアについて」をテーマに Google で働いていらっし

ゃる 2 人の方にご講演をしていただいた。なぜ

Google に入社を決めたのか、ソフトウェアエンジニ

アという仕事を選んだ理由、現在の仕事内容といっ

たことをお話してくださった。 

講演内容で特に印象に残ったお話について内容と

感想を記述する。Google はまずどんなに優秀な人

（プログラミング技術が秀でた人など）でも周りの

人に対して攻撃性や発言にとげのある人は採用しな

いということに驚いた。仕事はチームで行うため、

その支障になるような言動や行動は、社内でも業務

よりも優先して考える大きな問題になるようだ。ま

た、業務時に軋轢が生じたらとことん話し合い、不

快に感じる言動があれば上司など立場は関係なく指

摘し、環境が改善するように取り組むようだ。グル

ープディスカッションの時に発言していない人がい

れば、その人が意見を言いやすいように周りがサポ

ートするといった技術だけではなく、職場環境や個

人のマインドセットについても考えるのは面白く魅

力を感じた。私も普段の生活や今後の社会人生活で

も生かしていきたい考え方であると思った。 

しかし、日常では社外の取引先の方からは女性と

いうだけでインターン生に見られたり、驚かれたり

することがあるらしい。そういった女性への固定概

念は払拭していく必要がある。今回お越しくださっ

たのもそういった考えを取り払いたいという思いか

らであった。私たちももっと固定概念をなくせるよ

うな活動をしていければ良いと感じた。今回は貴重

なお話を聞ける機会を与えてくださって大変ありが

たかった。 

 

 

 

写真 1. Google×KSWE 合同イベント 

加藤沙羅さんのご講演 

2019 年 6 月 14 日（金）5 限、K-HALL 

 

2.2 【IEEE WIE 四国-広島-福岡 × 高知工科大学

女性エンジニア協会（KSWE）若手研究者・留

学生シンポジウム グローバル化の視点とパフ

ォーマンス】 

2021 年 11 月 14 日（日）13:30～16:30 

シンポジウム内の講演会にて、若手教員、研究者

モデルとして九州大学でプラズマ理工学, 無機材

料科学をご専門とされている板垣 奈穂先生にオン

ラインでご登壇いただいた。テーマは、「博士号取得

後に国研・企業・大学で働いて感じたこと～子供を

持つエレクトロニクス研究者の視点から～」英語に

よる講演であった。国研（産業技術総合研究所）や

企業（キヤノン株式会社）に就職実績が有り、その

後大学の教授になられ多様な職種で働いてきた中で、

働く時間や出勤・帰宅時間の変化などが多くあった。

博士号を取得したからこそできる仕事もあり、博士

号取得のメリットについても感じることができた。

また、子供を育てながらも仕事を続けるという働き

方は、将来子育てをしながら働くことになるかもし

れない学生にとってはとても参考になったと思われ

る。 

 

2.3  【第 14 回 KUT 理工系女子エンジニア交流会 

ミニ講演会】 

2019 年 10 月 24 日（木）5 限 

YAMAKIN 株式会社で勤務しながら高知工科大学で

工学研究科基板工学を専攻し修士課程取得を目指さ

写真 1. Google × KSWE合同イベント
加藤沙羅さんのご講演

2019年 6月 14日（金）5限、K-HALL

を問題視しているとのことで、インターンシップを

様々なレベルに合わせて用意している。その中には

教育プログラムが組み込まれており、学生が勉強し

ながらプログラムに参加できるようである。

西條さんも将来どのようなことがしたいのかはっ

きりしなかったために、何度もインターンに参加

し、自身の将来像を決定していったようだった。

参加者の感想（工学研究科基盤工学専攻電子・光シ

ステム工学コースM1猪岡柚香）
今回の講演会は、「ソフトウェアエンジニアのキャ

リアについて」をテーマに Googleで働いていらっ
しゃる 2 人の方にご講演をしていただいた。なぜ
Googleに入社を決めたのか、ソフトウェアエンジニ
アという仕事を選んだ理由、現在の仕事内容といっ

たことをお話してくださった。

講演内容で特に印象に残ったお話について内容と

感想を記述する。Googleはまずどんなに優秀な人
（プログラミング技術が秀でた人など）でも周りの

人に対して攻撃性や発言にとげのある人は採用しな

いということに驚いた。仕事はチームで行うため、

その支障になるような言動や行動は、社内でも業

務よりも優先して考える大きな問題になるようだ。

また、業務時に軋轢が生じたらとことん話し合い、

不快に感じる言動があれば上司など立場は関係な

く指摘し、環境が改善するように取り組むようだ。

グループディスカッションの時に発言していない人

がいれば、その人が意見を言いやすいように周りが

サポートするといった技術だけではなく、職場環境

や個人のマインドセットについても考えるのは面白

く魅力を感じた。私も普段の生活や今後の社会人生

活でも生かしていきたい考え方であると思った。

しかし、日常では社外の取引先の方からは女性と

いうだけでインターン生に見られたり、驚かれたり

することがあるらしい。そういった女性への固定概

念は払拭していく必要がある。今回お越しくださっ

たのもそういった考えを取り払いたいという思いか

らであった。私たちももっと固定概念をなくせるよ

うな活動をしていければ良いと感じた。今回は貴重

なお話を聞ける機会を与えてくださって大変ありが

たかった。

2.2 【IEEE WIE四国-広島-福岡×高知工科大学女
性エンジニア協会（KSWE）若手研究者・留学
生シンポジウムグローバル化の視点とパフォー

マンス】

開催日時 2021年 11月 14日（日）13:30～16:30
シンポジウム内の講演会にて、若手教員、研究者

モデルとして九州大学でプラズマ理工学、無機材料

科学をご専門とされている板垣奈穂先生にオンラ

インでご登壇いただいた。テーマは、「博士号取得

後に国研・企業・大学で働いて感じたこと～子供を

持つエレクトロニクス研究者の視点から～」英語

による講演であった。国研（産業技術総合研究所）

や企業（キヤノン株式会社）に就職実績が有り、そ

の後大学の教授になられ多様な職種で働いてきた

中で、働く時間や出勤・帰宅時間の変化などが多く

あった。博士号を取得したからこそできる仕事もあ

り、博士号取得のメリットについても感じることが

できた。また、子供を育てながらも仕事を続けると

いう働き方は、将来子育てをしながら働くことに

なるかもしれない学生にとってはとても参考になっ

たと思われる。

2.3 【第 14回KUT理工系女子エンジニア交流会ミ
ニ講演会】

開催日時 2019年 10月 24日（木）5限
YAMAKIN株式会社で勤務しながら高知工科大学
で工学研究科基盤工学を専攻し修士の学位取得を

目指されている間麗衣さんをお招きし、なぜ今の会

社に就職したのか、社会人になってから修士課程取

得を目指すようになったのか、会社の事業内容など

についてご講演いただいた。

なお、YAMAKIN株式会社は高知工科大学からほ
ど近い香南市香我美町に研究所と工場を持ち、金・

銀・白金・パラジウム及び各種貴金属地金の売買、

貴金属地金の加工、貴金属の精製及び分析、歯科材

料の開発・製造及び販売など行う企業である。
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先ず研究職としての目線から会社の紹介と間さん

自身が会社で行っている研究内容の説明をしていた

だき、高知工科大学で行っている研究内容と会社で

行っている研究内容の繋がりなどのお話を聞いた。

その後は中小企業である YAMAKINがどんな強み
を思っているかを中心にお話しいただいた。大手企

業に就職するのではなく、幅広い業務内容に携わる

ことができる中小企業に行きたかったという考え方

は納得しとても興味を持った。

質疑応答では「なぜ、入社後に修士課程に通うこ

とになったのか」や「大学での研究と会社での研究

のつながり」、「授業と仕事をこなすのは大変では

ないか」などの質問があり、会社の雰囲気や中小企

業の良さなどの多くのことを聞くことができた。新

しくできた工場が Googleのオフィスをイメージし
て作られていることや、会社が博士号の取得を支

援していて博士会というのがあることが、印象に

残った。

3.交流会

学年や専攻、国籍の枠を超え、女子学生や女性エ

ンジニア、女性技術者たちの交流や情報共有の場を

提供している。

3.1 【大学間オンライン交流会】
1回目：2020年 12月 14日（月）5限
2回目：2021年 7月 12日（月）17:00–18:00
信州大学の藤田あき美先生からお声がけで大学

間交流の機会が 2 回設けられた。藤田先生のご専
門は、天文、宇宙物理学、物理・天文教育研究、グ

ルーバル教育であり信州大学でGlobal Café（工学部
国際交流室がサポートする学生主体のグローバル

人材育成活動）を主催されている。また、“天体物
理学者 BossB”（ボスビー）として TikTokやその他
SNS（Twitter、Instagram、Facebook...）でも積極的に
活動内容を発信されている。

交流会準備として高知工科大学 KSWEと信州大
学 Global Caféの学生代表（女子）が事前にオンラ
インで繋がり日時やテーマを決定、それぞれの大

学内で参加を呼び掛けるための宣伝活動をおこなっ

た。国際交流及び科学技術分野などの女性エンパ

ワーメントに興味のある多国籍の大学生と大学院

生が参加し、両大学の活動内容をプレゼンで共有し

た。ブレインストーミング方式で参加者から出さ

れたキーワードを元にグループ分けがおこなわれ

た。グループ内でテーマについてディスカッション

した後、全体に戻りグループ代表から話し合った内

聞きました。YouTube やゲームなど自宅での楽しみ

を見つけている人がやはり多かったです。今回の交

流会を終えてみての感想はやはりもう少し英語力を

身に着けたいと思いました。信州大学の学生の英語

力がとても高く、始終圧倒されていました。もう少

し英語力があれば今回のような国際交流もさらに楽

しめると感じました。また、信州大学の先生がとて

もパワフルな方だなと感じました。英語があまり聞

き取れなかった場合でもリアクションをとても大き

くしてくださったので楽しめました。また、最後の

話でも出たのですがコロナが収束してきたらお互い

の土地に行って遊びを含めた交流ができればとても

楽しめると思います。 

 

 

 
 

写真 2. Zoom を利用した大学間オンライン交流会

の最後に撮ったグループショット 

 

3.2  【第 20 回 KUT 理工系女子学生交流会】 

2021 年 5 月 17 日（月）5 限 

 

新年度が始まり少し大学にも慣れてきた新入生を

対象に交流会を開催した。女子の入学率が増えてい

る傾向とはいえ多少の不安を感じている学生もいる

かもしれません。そんな悩みを取り払い様々な質問

に答えるため先輩女子学生（KSWE SA）が大学生活の

紹介や大学の上手な活用方法、一日のスケジュール、

勉強の仕方（高校までとの勉強方法の違い）などを "

女子目線" でプレゼンした。 

この交流会では参加者も自己紹介 PPT を作成し各

自発表をおこなった。 

 

参加者の感想： 

（システム工学群 1 年 西山莉名） 

 

 普段の生活の中で少し困っていることや一人暮

らしをしているうえで生活の向上を図るための交流

ができ参加してとてもよかったと思えるような会だ

った。金銭面での工夫の仕方や、家事の方法、大学

生の勉強方法など一人暮らしを始め初めてのことば

かりなので、アドバイスをしてもらい沢山の生活を

豊かにする方法が分かった。 

他にも、普段かかわることのない他学群の先輩方

とかかわる機会が設けられていることもとてもよか

った。普通なら知り合えない人たちにも出会うこと

ができ、交流の幅が広がり普段もらえないような刺

激や新たな考えをもらうことができ自分の将来設計

に対し深く考えられるヒントをもらえた。また、普

段よく知らない人とあまりコミュニケーションをと

らない人にも少人数で別れて話すことで話しやすく

なっているともおもった。砕けた口調で話すことで

悩みが言いやすい状況だったと思う。 

 

 

写真 3. 先輩女子学生（KSWE SA）によるプレゼ

ンテーション。（大学での勉強方法について） 

 

4. 国際化 

語学力を身につけ異文化を理解することはエンジニ

アにとっても大変重要なことである。KSWE では留学

生との交流会を開き見聞を広めたり、女子学生の英

語力向上のためネイティブ講師による定期的な英語

教室を開催している。 

4.1  【第 19 回 KUT 理工系女子学生国際交流会(ミ

ャンマーからの留学生との交流)】 

2021 年 2 月 10 日（水）5 限 

 

ミャンマーからの女子留学生で博士課程 SSP の

Htet Su Wai (テ ス ワイ)さんによる自国の紹介、

写真 2. Zoomを利用した大学間オンライン交流
会の最後に撮ったグループショット

容について発表された。コミュニケーションツール

は原則英語だったが、意味がわからない時は日本語

も交えて楽しく交流できた。なお、1回目のテーマ
は「コロナ禍における楽しみ方」2回目は「君はど
んなエンジニアになりたいか」である。

参加者の感想（工学研究科基盤工学専攻電子・光工

学コース 2年永松萌）
最初にお互いの活動について紹介を行い、次に信

州大学と高知工科大学でコロナ禍における楽しみ

方をトピックに挙げて英語での交流を行いました。

信州大学と高知工科大学の参加人数はちょうど半

分くらいの割合でした。信州大学の参加者には日

本の女子学生はおらず、留学生と男子学生だけでし

た。反対に本学の参加者は女子学生が一番多かった

です。交流会自体は 9割英語での交流でした。最初
は、お互いの活動についての報告を行い、それに対

しての質問をメインに交流を進めていました。後

半は、今回の交流会のメイントピックであるコロナ

禍における楽しみ方についてグループに分かれて

話し合いました。1グループが 4人ずつぐらいだっ
たので、4チームぐらいできました。私のグループ
は信州大学の留学生が 1 人とあとの 3 人は高知工
科大学の先生と女子学生でした。正直なところ、と

ころどころしか聞き取れなかったのであまり分から

なかったのですが、留学生の彼女は全然外に出てい

ないみたいでした。また、友達と電話したりして過

ごしていると話していました。ほかの人は、研究室

に行って作業をしたり、寮の子達と話をして過ごし

たりしていると言っていました。私は、近所を散歩

したり、オンラインで友達と飲み会をしたりしてい

ると話しました。また、最後にほかのグループの人

たちの総括も聞きました。YouTubeやゲームなど自
宅での楽しみを見つけている人がやはり多かったで

す。今回の交流会を終えてみての感想はやはりもう
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少し英語力を身に着けたいと思いました。信州大

学の学生の英語力がとても高く、始終圧倒されてい

ました。もう少し英語力があれば今回のような国

際交流もさらに楽しめると感じました。また、信州

大学の先生がとてもパワフルな方だなと感じまし

た。英語があまり聞き取れなかった場合でもリアク

ションをとても大きくしてくださったので楽しめま

した。また、最後の話でも出たのですがコロナが収

束してきたらお互いの土地に行って遊びを含めた交

流ができればとても楽しめると思います。

3.2 【第 20回 KUT理工系女子学生交流会】
開催日時 2021年 5月 17日（月）5限
新年度が始まり少し大学にも慣れてきた新入生

を対象に交流会を開催した。女子の入学率が増え

ている傾向とはいえ多少の不安を感じている学生

もいるかもしれません。そんな悩みを取り払い様々

な質問に答えるため先輩女子学生（KSWE SA）が
大学生活の紹介や大学の上手な活用方法、一日のス

ケジュール、勉強の仕方（高校までとの勉強方法の

違い）などを “女子目線”でプレゼンした。
この交流会では参加者も自己紹介 PPTを作成し
各自発表をおこなった。

参加者の感想（システム工学群 1年西山莉名）
普段の生活の中で少し困っていることや一人暮ら

しをしているうえで生活の向上を図るための交流

ができ参加してとてもよかったと思えるような会

だった。金銭面での工夫の仕方や、家事の方法、大

学生の勉強方法など一人暮らしを始め初めてのこ

とばかりなので、アドバイスをしてもらい沢山の生

活を豊かにする方法が分かった。

他にも、普段かかわることのない他学群の先輩方

とかかわる機会が設けられていることもとてもよ

かった。普通なら知り合えない人たちにも出会うこ

とができ、交流の幅が広がり普段もらえないような

刺激や新たな考えをもらうことができ自分の将来

設計に対し深く考えられるヒントをもらえた。ま

た、普段よく知らない人とあまりコミュニケーショ

ンをとらない人にも少人数で別れて話すことで話

しやすくなっているともおもった。砕けた口調で話

すことで悩みが言いやすい状況だったと思う。

4.国際化

語学力を身につけ異文化を理解することはエン

ジニアにとっても大変重要なことである。KSWEで
は留学生との交流会を開き見聞を広めたり、女子学

聞きました。YouTube やゲームなど自宅での楽しみ

を見つけている人がやはり多かったです。今回の交

流会を終えてみての感想はやはりもう少し英語力を

身に着けたいと思いました。信州大学の学生の英語

力がとても高く、始終圧倒されていました。もう少

し英語力があれば今回のような国際交流もさらに楽

しめると感じました。また、信州大学の先生がとて

もパワフルな方だなと感じました。英語があまり聞

き取れなかった場合でもリアクションをとても大き

くしてくださったので楽しめました。また、最後の

話でも出たのですがコロナが収束してきたらお互い

の土地に行って遊びを含めた交流ができればとても

楽しめると思います。 

 

 

 
 

写真 2. Zoom を利用した大学間オンライン交流会

の最後に撮ったグループショット 
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る傾向とはいえ多少の不安を感じている学生もいる

かもしれません。そんな悩みを取り払い様々な質問
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自発表をおこなった。 
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 普段の生活の中で少し困っていることや一人暮

らしをしているうえで生活の向上を図るための交流

ができ参加してとてもよかったと思えるような会だ

った。金銭面での工夫の仕方や、家事の方法、大学

生の勉強方法など一人暮らしを始め初めてのことば

かりなので、アドバイスをしてもらい沢山の生活を

豊かにする方法が分かった。 

他にも、普段かかわることのない他学群の先輩方

とかかわる機会が設けられていることもとてもよか

った。普通なら知り合えない人たちにも出会うこと

ができ、交流の幅が広がり普段もらえないような刺

激や新たな考えをもらうことができ自分の将来設計

に対し深く考えられるヒントをもらえた。また、普

段よく知らない人とあまりコミュニケーションをと

らない人にも少人数で別れて話すことで話しやすく

なっているともおもった。砕けた口調で話すことで

悩みが言いやすい状況だったと思う。 

 

 

写真 3. 先輩女子学生（KSWE SA）によるプレゼ

ンテーション。（大学での勉強方法について） 

 

4. 国際化 

語学力を身につけ異文化を理解することはエンジニ

アにとっても大変重要なことである。KSWE では留学

生との交流会を開き見聞を広めたり、女子学生の英

語力向上のためネイティブ講師による定期的な英語

教室を開催している。 

4.1  【第 19 回 KUT 理工系女子学生国際交流会(ミ

ャンマーからの留学生との交流)】 

2021 年 2 月 10 日（水）5 限 

 

ミャンマーからの女子留学生で博士課程 SSP の

Htet Su Wai (テ ス ワイ)さんによる自国の紹介、

写真 3.先輩女子学生（KSWE SA）によるプレ
ゼンテーション。（大学での勉強方法に

ついて）

生の英語力向上のためネイティブ講師による定期的

な英語教室を開催している。

4.1 【第 19回KUT理工系女子学生国際交流会（ミャ
ンマーからの留学生との交流）】

開催日時 2021年 2月 10日（水）5限
ミャンマーからの女子留学生で博士課程 SSP の

Htet Su Wai（テスワイ）さんによる自国の紹介、日
本での目標やエンジニアとしての将来の展望、そし

て日本人女子学生 2名による日本の紹介と高知の
紹介をプレゼンテーション形式でおこなった。ミャ

ンマー以外の国からの留学生も参加し、国を超えて

エンジニア同士の交流を楽しむことができた。それ

ぞれの発表や質問等は英語でおこなわれた。

先ずビルマ語の挨拶、有名なお祭り、料理の特徴

などミャンマーの紹介がなされ、「ターナカ」とは

何かを考える機会が与えられた。大学の教育システ

ムなど日本との違いも知ることができた。

この他にも地理、歴史、経済、著名人、寺院など

の建造物、宗教などについて一通り紹介がなされ、

最後にミャンマーで撮影された動画が映し出され

た。ミャンマーの美しい風景と文化に触れることが

でき、発表者による綺麗な歌声も披露され会は大い

に盛り上がった。

参加者の感想（環境理工学群 4年柴崎友里）
留学生が作成してくれたスライドの完成度がと

ても高く、ミャンマーに対してとても興味を持ち、

いつか行ってみたいと思った。特にミャンマーの教

育機関紹介に関しては学部、専攻によって学ぶ年数

が違うことや、留学生が通っていた大学名に地名が

入っていなかった（University of Technology=工科大
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日本での目標やエンジニアとしての将来の展望、そ

して日本人女子学生 2 名による日本の紹介と高知の

紹介をプレゼンテーション形式でおこなった。ミャ

ンマー以外の国からの留学生も参加し、国を超えて

エンジニア同士の交流を楽しむことができた。それ

ぞれの発表や質問等は英語でおこなわれた。 

先ずビルマ語の挨拶、有名なお祭り、料理の特徴

などミャンマーの紹介がなされ、「ターナカ」とは何

かを考える機会が与えられた。大学の教育システム

など日本との違いも知ることができた。 

この他にも地理、歴史、経済、著名人、寺院など

の建造物、宗教などについて一通り紹介がなされ、

最後にミャンマーで撮影された動画が映し出された。

ミャンマーの美しい風景と文化に触れることができ、

発表者による綺麗な歌声も披露され会は大いに盛り

上がった。 

 

参加者の感想： 

（環境理工学群 4 年 柴崎 友里） 

 

留学生が作成してくれたスライドの完成度がとて

も高く、ミャンマーに対してとても興味を持ち、い

つか行ってみたいと思った。特にミャンマーの教育

機関紹介に関しては学部、専攻によって学ぶ年数が

違うことや、留学生が通っていた大学名に地名が入

っていなかった(University of Technology=工科大

学)ことが日本とは大きく違うので興味深かった。日

本に関する紹介では SA の方が質問形式のスライド

を多数使用していたが、参加してくれた留学生の人

たちが、積極的に質問に対してそれぞれの考えを言

ってくれたおかげで盛り上がった。自分が行った高

知に関する紹介は、他 2 人のスライドよりはボリュ

ームがなかったが、文章を暗記していたおかげで聴

衆の目を見ながら話すことができたと思う。 

 

 
 

写真 4. 交流会終了後、女子留学生 Su さん（後列

左から 4 人目）と参加者のグループショット 

4.2  【English Brain ネイティブ講師による英語教

室】 

第 1 回：2019 年 5 月 9 日～8 月 8 日 

第 2 回：2019 年 11 月 14 日～2020 年 1 月 30 日 

第 3 回：2020 年 11 月 5 日～2021 年 1 月 28 日 

第 4 回：2021 年 5 月 13 日～7 月 8 日 

第 5 回：2021 年 11 月 15 日～2022 年 1 月 31 日 

 

語学力の向上には定期的にその環境に身を置くこ

とが重要である。KSWE では上記の各期間中、週に１

回１時間、英語に興味のある学生同士がフランクな

雰囲気の中で勉強できる機会を設けた。定員を 10

名までと少なく設定しているため聞くだけではなく

話すチャンスも十分確保されている。「Training 

your brain to think in English」を目指し、この

教室を「English Brain」と命名した。 

教室の概要は、高知工科大学非常勤講師である、

Kemper Johanson 先生（アメリカ人）を中心にエン

ジニアリングに関するトピックをレクチャーやグル

ープセッション、プレゼンなどを織り交ぜておこな

っている。毎回テーマを決め、エンジニアの興味を

引き出し会話が展開しやすいように工夫されている。 

 

トピック例： 

 English on twitter（ツイッターでの英語） 

 Talking about the corona virus（コロナウイルスに

ついて語る） 

 Biofuels（バイオ燃料について） 

 The Expanding Universe（膨張する宇宙） 

 Electricity & Lightning（電気・雷） 

 Lightning and Aircraft design（雷と航空機の設計） 

 Anamorphic Art（アナモフィック・アート） 

 Women in Science（科学界の女性たち）  

など 

 

第 5 回は、Kemper 先生ご推薦のテキスト（Talk a 

Lot, Book2, Second Edition）を使用して教室が開催さ

れた。 

 

 写真 4.交流会終了後、女子留学生 Suさん（後
列左から 4 人目）と参加者のグループ
ショット
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写真 5. 上：English Brain 教室でレクチャーをさ

れる Kemper 先生 

下：レッスン後、Kemper 先生（後列左から 2 人目）

と参加者のグループショット 

4.3【DKG ジャパンステイト教育支援プログラム 女

子留学生特別支援】 

 

DKG（デルタ・カッパ・ガンマ・ソサエティー・

インターナショナル The Delta Kappa Gamma Society 

International）協会は、世界 17 カ国で 76,000 人以上

の主要な女性教育者が所属する国際協会である。そ

の使命は、女性教育者の専門的かつ個人的な成長と、

優れた教育を促進することである。ジャパンステイ

ト（日本支部）は 2012 年アジア初のステイト（支部）

として高知で結成され、現在、メンバー約 70 名が教

育活動を通して社会に貢献している。 

本プログラムは新型コロナウイルス感染症拡大、

パンデミック中、まだ慣れていない日本で不自由な

生活を送っている女性留学生に対する生活物資支援

と交流会を通したメンタルケア―を行い、不安やス

トレスを軽減してもらうことを目的として DKG に

より企画された。 

 

第 1 回：2021 年 6 月 2 日（水） 

DKG により高知工科大学に在籍する女子留学生

を対象に生活支援がおこなわれた。支援内容は、米・

食用油・食器洗剤・アルコールスプレー（ペンタイ

プ）・除菌用ウエットティッシュ卓上用・除菌用ウエ

ットティッシュなどの日常生活に必要な食糧や生活

用品である。 

 

第 2 回：2021 年 12 月 9 日（木） 

高知市内の茶道の先生のお茶室に留学生が招待

され、日本のお茶室のしつらえ、お点前、お作法な

どを体験した。 

 

 

 

写真 6. DKG ジャパンステイト ベータチャプ

ター会長の北泰子さんより留学生達へ支援品が手渡

される 

4.4【第 15 回 KUT 理工系女子学生国際交流会（たこ

焼き）】 

2020 年 1 月 27 日（月）5 限 

 

日本の食文化の一つであるたこ焼きについて日本

人女子学生が留学生と一緒に作りながら紹介した。

交流会は英語でおこなわれ、日本人にとっては身近

なテーマでもそれを英語で説明するのは難しいとい

うことを実感したようであった。 

冒頭 KSWE SA による英語での挨拶後、2 グルー

プに分かれてたこ焼きを焼き始めた。各グループ内

ではたこ焼きの材料・トッピングについての説明や

上手な焼き方について、発祥地と言われている大阪

の話題なども飛び出した。ジェスチャーなども交え

ながら楽しく進められた。 

また日本の食文化を軸にしての交流だったが参加

者の留学生の中にイスラム教の方が数名いらした。

イスラム教徒の食文化「ハラール」について学ぶ機

会も得られ日本人学生にとって刺激を受けた様子で

あった。 

 

参加者の感想： 

（工学研究科基盤工学専攻  

電子・光工学コース 2 年 永松 萌） 

 

たこ焼きを通じて海外の人及び学生同士の交

流を行いました。今回の交流会では参加人数が

とても多かったので色んな人と交流するにはと

写真 5.上：English Brain教室でレクチャーをさ
れる Kemper先生
下：レッスン後、Kemper先生（後列左か
ら 2人目）と参加者のグループショット

• The Expanding Universe（膨張する宇宙）
• Electricity & Lightning（電気・雷）
• Lightning and Aircraft design（雷と航空機の設計）
• Anamorphic Art（アナモフィック・アート）
• Women in Science（科学界の女性たち）

第 5回は、Kemper先生ご推薦のテキスト（Talk a
Lot, Book2, Second Edition）を使用して教室が開催
された。

4.3 【DKG ジャパンステイト教育支援プログラム
女子留学生特別支援】

DKG（デルタ・カッパ・ガンマ・ソサエティー・
インターナショナル The Delta Kappa Gamma Society
International）協会は、世界 17カ国で 76,000人以上
の主要な女性教育者が所属する国際協会である。そ

の使命は、女性教育者の専門的かつ個人的な成長

と、優れた教育を促進することである。ジャパンス

テイト（日本支部）は 2012年アジア初のステイト
（支部）として高知で結成され、現在、メンバー約

70名が教育活動を通して社会に貢献している。
本プログラムは新型コロナウイルス感染症拡大、

パンデミック中、まだ慣れていない日本で不自由な

生活を送っている女性留学生に対する生活物資支援

と交流会を通したメンタルケア―を行い、不安や

ストレスを軽減してもらうことを目的として DKG
により企画された。
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され、日本のお茶室のしつらえ、お点前、お作法な
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うことを実感したようであった。 

冒頭 KSWE SA による英語での挨拶後、2 グルー
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イスラム教徒の食文化「ハラール」について学ぶ機

会も得られ日本人学生にとって刺激を受けた様子で
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写真 6. DKGジャパンステイトベータチャプター
会長の北泰子さんより留学生達へ支援

品が手渡される

第 1回：2021年 6月 2日（水）
DKGにより高知工科大学に在籍する女子留学生
を対象に生活支援がおこなわれた。支援内容は、米・

食用油・食器洗剤・アルコールスプレー（ペンタイ

プ）・除菌用ウエットティッシュ卓上用・除菌用ウエッ

トティッシュなどの日常生活に必要な食糧や生活用

品である。

第 2回：2021年 12月 9日（木）
高知市内の茶道の先生のお茶室に留学生が招待

され、日本のお茶室のしつらえ、お点前、お作法な

どを体験した。

4.4 【第 15回KUT理工系女子学生国際交流会（た
こ焼き）】

開催日時 2020年 1月 27日（月）5限
日本の食文化の一つであるたこ焼きについて日

本人女子学生が留学生と一緒に作りながら紹介し

た。交流会は英語でおこなわれ、日本人にとっては

身近なテーマでもそれを英語で説明するのは難し

いということを実感したようであった。

冒頭 KSWE SAによる英語での挨拶後、2グルー
プに分かれてたこ焼きを焼き始めた。各グループ内

ではたこ焼きの材料・トッピングについての説明や

上手な焼き方について、発祥地と言われている大阪

の話題なども飛び出した。ジェスチャーなども交え

ながら楽しく進められた。

また日本の食文化を軸にしての交流だったが参加

者の留学生の中にイスラム教の方が数名いらした。

イスラム教徒の食文化「ハラール」について学ぶ機

会も得られ日本人学生にとって刺激を受けた様子で

あった。

てもいい会でした。私の研究室の人も多く参加

してくれていたのですが、みんな楽しんでいた

ので誘ってよかったなと思いました。ハラール

の方が 2 人ほどいらっしゃったのですが、ハラ

ールの方たち用のメニューなども用意できてい

たので、特に問題なく楽しんでいただけたみた

いで安心しています。また、ハラールについて

学ぶいい機会にもなったので良かったです。ま

た、辛いスパイスを持っている海外の人がいら

っしゃったのでそのスパイスをみんなでたこ焼

きにかけあったりもしました。海外の人は辛い

スパイスが得意なのでいい国際交流のきっかけ

になりました。たこ焼きもよかったですが、お

やつたこ焼きが美味しいととても好評でした。

また、会場風景が見渡した際に海外の人と喋っ

ている人もいれば、日本人の人としか喋ってい

ない人などもいました。また、上手くなじめず

にすぐに帰られた方もいました。しかし、比較

的多くの人が遅くまで残ってくださっていまし

た。交流会が終わった後の片付けも手伝ってく

ださった方がいてとても助かりました。特にな

んのトラブルもなく楽しく終えることができた

ので今回の交流会は大成功だったかなと思って

います。交流会が終わった後も数人で卓球やビ

リヤードなどをしてスポーツを通した交流がで

きたので良かったかなと思っています。 

 

 

 

写真 7. 交流会後のグループショット  

 

 

5. オープンキャンパス 

2019 年 7月 27 日(土)、28 日(日)のオープンキャン

パス開催中に高知工科大学へ進学を考えている女子

高生や保護者に向けて女子学生コーナーを設置した。

実際に足を運んでくださった方の中には中学生や高

知工科大学在学生（男女）や在学生の保護者など多

岐にわたっており、気軽に相談や質問ができる雰囲

気が受け入れられていると感じると同時に必要とさ

れていると思われる。 

5.1  【小冊子の作成】 

2019 年度の新たな取り組みとして KSWE の活動紹

介と理工系分野で活躍する女性（教員、在学生、OB）

の紹介をまとめた小冊子を作成した。KSWE メンバー

による磯部雅彦学長へのインタビューも巻頭に掲載

している。 

磯部学長からは KSWE の活動に対しての感想や、高

知工科大学の女子学生の印象や期待していること、

女子高生へのメッセージ、理系女子の人数が伸び悩

んでいる問題点、高知工科大学の魅力についてお言

葉をいただいた。インタビューさせていただいた女

子学生にとって大変貴重なチャンスを頂き彼女たち

のエンジニアとしてのモチベーションをさらに高め

てくださったと思われる。 

この小冊子はオープンキャンパスで KSWE の女子

学生コーナーへ訪れた方々へ配布した他、学内の各

事務室などにも置かせていただいている。完成度の

高さに驚かれとても好評を得ている。デジタル版も

KSWE の HP からリンクしている。 

なお、小冊子は 2019 年度に続き 2021 年度にも作

成した。 

 

http://www.kochi-tech.ac.jp/kswe/ 

 

磯部学長には 2019 年、2021 年と 2 回に渡りイン

タビューを受けていただき感謝申し上げます。 

この場を借りてお礼申し上げます。 

 

 

写真 8. 高知工科大学女性エンジニア協会-理工系

写真 7.交流会後のグループショット

参加者の感想（工学研究科基盤工学専攻電子・光工

学コース 2年永松萌）
たこ焼きを通じて海外の人及び学生同士の交流

を行いました。今回の交流会では参加人数がとても

多かったので色んな人と交流するにはとてもいい会

でした。私の研究室の人も多く参加してくれてい

たのですが、みんな楽しんでいたので誘ってよかっ

たなと思いました。ハラールの方が 2人ほどいらっ
しゃったのですが、ハラールの方たち用のメニュー

なども用意できていたので、特に問題なく楽しんで

いただけたみたいで安心しています。また、ハラー

ルについて学ぶいい機会にもなったので良かったで

す。また、辛いスパイスを持っている海外の人がい

らっしゃったのでそのスパイスをみんなでたこ焼き

にかけあったりもしました。海外の人は辛いスパイ

スが得意なのでいい国際交流のきっかけになりま

した。たこ焼きもよかったですが、おやつたこ焼き

が美味しいととても好評でした。また、会場風景が

見渡した際に海外の人と喋っている人もいれば、日

本人の人としか喋っていない人などもいました。ま

た、上手くなじめずにすぐに帰られた方もいまし

た。しかし、比較的多くの人が遅くまで残ってくだ

さっていました。交流会が終わった後の片付けも手

伝ってくださった方がいてとても助かりました。特

になんのトラブルもなく楽しく終えることができ

たので今回の交流会は大成功だったかなと思ってい

ます。交流会が終わった後も数人で卓球やビリヤー

ドなどをしてスポーツを通した交流ができたので

良かったかなと思っています。

5.オープンキャンパス

2019年 7月 27日（土）、28日（日）のオープン
キャンパス開催中に高知工科大学へ進学を考えてい

る女子高生や保護者に向けて女子学生コーナーを

設置した。実際に足を運んでくださった方の中には
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中学生や高知工科大学在学生（男女）や在学生の保

護者など多岐にわたっており、気軽に相談や質問が

できる雰囲気が受け入れられていると感じると同

時に必要とされていると思われる。

5.1 【小冊子の作成】
2019年度の新たな取り組みとして KSWEの活動
紹介と理工系分野で活躍する女性（教員、在学生、
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高知工科大学の女子学生の印象や期待しているこ
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び悩んでいる問題点、高知工科大学の魅力について

お言葉をいただいた。インタビューさせていただい

た女子学生にとって大変貴重なチャンスを頂き彼女

たちのエンジニアとしてのモチベーションをさらに

高めてくださったと思われる。

この小冊子はオープンキャンパスで KSWEの女
子学生コーナーへ訪れた方々へ配布した他、学内の

各事務室などにも置かせていただいている。完成度

の高さに驚かれとても好評を得ている。デジタル版

も KSWEの HPからリンクしている。
なお、小冊子は 2019年度に続き 2021年度にも作
成した。

http://www.kochi-tech.ac.jp/kswe/

磯部学長には 2019年、2021年と 2回に渡りイン
タビューを受けていただき感謝申し上げます。この

場を借りてお礼申し上げます。

5.2 【女子学生コーナーの設置】
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室や学生団体などの紹介、学内の風景など）
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のエンジニアとしてのモチベーションをさらに高め

てくださったと思われる。 
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学生コーナーへ訪れた方々へ配布した他、学内の各

事務室などにも置かせていただいている。完成度の

高さに驚かれとても好評を得ている。デジタル版も

KSWE の HP からリンクしている。 
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写真 8. 高知工科大学女性エンジニア協会-理工系写真 8.高知工科大学女性エンジニア協会—理
工系分野で活躍する女性たち— vol.2の
pp.6–7

相談内容を分類すると

■女子学生に関する相談

【住環境】

• 女子学生はどこに住んでいるのか

• 女子の 1人暮らし、寮暮らしはどうか
• 実家から通っている人はいるのか

• 寮はどのようなところか、共同生活はどのよう

な感じか

• 香美寮について教えてほしい、オープンキャン

パス中に見学はできるか

• 一人暮らしへの不安（寮や金銭面について）

• 大学近辺の交通・移動手段について

【交友関係】

• 女子が少ないが、男女の仲はよいか

• 男子と話すのが苦手なため馴染めるか心配

• 友達が出来るのか

• 娘が理系学部に進学した場合、女性が少ないの

ではないか

• 学生は工業高校出身ばかりで普通高校出身の

娘は向いていないのではないか

【アルバイトなど】

• アルバイトをする場所はあるのか、またどのよ

うなところか

• 学内でアルバイトができるか

【その他】

• 女子の就職先について

• 女性エンジニア協会の活動内容を教えてほし

い

95



・このオープンキャンパスでどこを回ったらよいの

かおすすめを知りたい 

・プログラム経験や PC の購入時期 

・台風の時の大学周りの様子、洪水や土砂崩れは大

丈夫か 

 

といった質問に自身の経験や持っている知識を交

えながら丁寧に答えていた。 

 

 

 

写真 9. 女子高生の相談対応をするKSWEメンバー

（手前右）と女子高生へパネルの説明をする KSWE

メンバー（奥右） 

 

インタビューパネルは各学群から２名ずつの６名

に 

 

・研究室について 

・今の専攻を選んだ理由 

・学生生活で楽しいこと 

・大学生のうちにやるべきこと 

 

を尋ね、留学生には上記に加え 

・留学した理由 

・ふるさとについて 

 

についても尋ねた。 

女性教員４名には 

 

・私から見た高知工科大生 

・高知工科大学の好きなところ 

・私の研究 

・講義へのこだわり 

・学生時代の私はこんな子だった 

・高校生のみなさんへのメッセージ 

について伺った。 

 

 

写真 10. A110 教室入口に設置された女子学生の紹

介パネル 

 

動画は、教室入り口に大型モニタを設置し投影し

た。パネルも動画も多くの方々が足を止めて興味深

く観てくださる様子が見受けられた。 

 

 

写真 11. 動画投影の様子 

 

 

 

6. 就職活動支援 
 

KSWE では就職活動を控えている女子学生に向け

て就職内定を得た先輩女子学生から直接体験談を伺

う機会や面接等で必要となるメイクアップのノウハ

ウや所作のアドバイスをプロ講師から受けられる機

会を設けている。 

6.1  【就職活動体験報告会（第 17 回 KUT 理工学系

女子学生交流会）】 

写真 9.女子高生の相談対応をする KSWEメン
バー（手前右）と女子高生へパネルの説

明をする KSWEメンバー（奥右）

■勉学

【受験】

• 推薦入試の受験内容

• 受験対策について

• どうやって志望校を決めたか

• 受験数学の勉強法について

• 今やっておいたほうが良いことは何か

• センター試験が廃止されるため何を勉強すれ

ばいいかわからない

• 高校 2年生の段階で合格判定が Fの場合どうし
たらよいか

【高知工科大学】

• 高知工科大学の強みは何か

• それぞれの学群の特徴と研究内容について

• 生物に興味があるが勉強できるか

• 高知工科大学ではどのようなことが学べるのか

• カリキュラムについて

• 大学にはどのような施設があるか

【講義など全般】

• 大学の勉強は大変か（高校生の時に比べてど

うか）

• 普通科であるが、専門の勉強についていけるか

• 大学での勉強の内容について

• 講義に慣れることができるか

• 工業高校出身のため、授業についていけるか

不安

• 教職課程について

• 国際交流・留学に興味があるがどんなプログラ

ムがあるのか

・このオープンキャンパスでどこを回ったらよいの

かおすすめを知りたい 

・プログラム経験や PC の購入時期 

・台風の時の大学周りの様子、洪水や土砂崩れは大

丈夫か 

 

といった質問に自身の経験や持っている知識を交

えながら丁寧に答えていた。 

 

 

 

写真 9. 女子高生の相談対応をするKSWEメンバー

（手前右）と女子高生へパネルの説明をする KSWE

メンバー（奥右） 

 

インタビューパネルは各学群から２名ずつの６名

に 

 

・研究室について 

・今の専攻を選んだ理由 

・学生生活で楽しいこと 

・大学生のうちにやるべきこと 

 

を尋ね、留学生には上記に加え 

・留学した理由 

・ふるさとについて 

 

についても尋ねた。 

女性教員４名には 

 

・私から見た高知工科大生 

・高知工科大学の好きなところ 

・私の研究 

・講義へのこだわり 

・学生時代の私はこんな子だった 

・高校生のみなさんへのメッセージ 

について伺った。 

 

 

写真 10. A110 教室入口に設置された女子学生の紹

介パネル 

 

動画は、教室入り口に大型モニタを設置し投影し

た。パネルも動画も多くの方々が足を止めて興味深

く観てくださる様子が見受けられた。 

 

 

写真 11. 動画投影の様子 

 

 

 

6. 就職活動支援 
 

KSWE では就職活動を控えている女子学生に向け

て就職内定を得た先輩女子学生から直接体験談を伺

う機会や面接等で必要となるメイクアップのノウハ

ウや所作のアドバイスをプロ講師から受けられる機

会を設けている。 

6.1  【就職活動体験報告会（第 17 回 KUT 理工学系

女子学生交流会）】 

写真 10. A110 教室入口に設置された女子学生
の紹介パネル

■キャンパスライフ

【サークルなど】

• どんなサークルや部活動があるのか

■その他

• 将来の夢が決まらないから進路をどうしたら

いいかわからない

• このオープンキャンパスでどこを回ったらよい

のかおすすめを知りたい

• プログラム経験や PCの購入時期
• 台風の時の大学周りの様子、洪水や土砂崩れは

大丈夫か

といった質問に自身の経験や持っている知識を交え

ながら丁寧に答えていた。

インタビューパネルは各学群から2名ずつの6名に

• 研究室について

• 今の専攻を選んだ理由

• 学生生活で楽しいこと

• 大学生のうちにやるべきこと

を尋ね、留学生には上記に加え

• 留学した理由

• ふるさとについて

についても尋ねた。

女性教員 4名には

• 私から見た高知工科大生

• 高知工科大学の好きなところ

• 私の研究

• 講義へのこだわり

• 学生時代の私はこんな子だった

• 高校生のみなさんへのメッセージ

について伺った。
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・このオープンキャンパスでどこを回ったらよいの

かおすすめを知りたい 

・プログラム経験や PC の購入時期 

・台風の時の大学周りの様子、洪水や土砂崩れは大

丈夫か 

 

といった質問に自身の経験や持っている知識を交

えながら丁寧に答えていた。 

 

 

 

写真 9. 女子高生の相談対応をするKSWEメンバー

（手前右）と女子高生へパネルの説明をする KSWE

メンバー（奥右） 

 

インタビューパネルは各学群から２名ずつの６名

に 

 

・研究室について 

・今の専攻を選んだ理由 

・学生生活で楽しいこと 

・大学生のうちにやるべきこと 

 

を尋ね、留学生には上記に加え 

・留学した理由 

・ふるさとについて 

 

についても尋ねた。 

女性教員４名には 

 

・私から見た高知工科大生 

・高知工科大学の好きなところ 

・私の研究 

・講義へのこだわり 

・学生時代の私はこんな子だった 

・高校生のみなさんへのメッセージ 

について伺った。 

 

 

写真 10. A110 教室入口に設置された女子学生の紹

介パネル 

 

動画は、教室入り口に大型モニタを設置し投影し

た。パネルも動画も多くの方々が足を止めて興味深

く観てくださる様子が見受けられた。 

 

 

写真 11. 動画投影の様子 

 

 

 

6. 就職活動支援 
 

KSWE では就職活動を控えている女子学生に向け

て就職内定を得た先輩女子学生から直接体験談を伺

う機会や面接等で必要となるメイクアップのノウハ

ウや所作のアドバイスをプロ講師から受けられる機

会を設けている。 

6.1  【就職活動体験報告会（第 17 回 KUT 理工学系

女子学生交流会）】 

写真 11.動画投影の様子

動画は、教室入り口に大型モニタを設置し投影し

た。パネルも動画も多くの方々が足を止めて興味深

く観てくださる様子が見受けられた。

6.就職活動支援

KSWE では就職活動を控えている女子学生に向
けて就職内定を得た先輩女子学生から直接体験談

を伺う機会や面接等で必要となるメイクアップのノ

ウハウや所作のアドバイスをプロ講師から受けら

れる機会を設けている。

6.1 【就職活動体験報告会（第 17回KUT理工学系
女子学生交流会）】

開催日時 2020 年 11 月 17 日（月）5 限（オンラ
イン）

コロナ禍の就職活動を終え、パナソニック株式

会社、トヨタ自動車株式会社にそれぞれ内定した

KSWEの大学院 SA、工学研究科基盤工学専攻電子・
光工学コース 2年の永松萌と西山由華の 2名が就
職活動の準備、コロナ禍での影響、就職活動時のエ

ピソードなどについて各 30分ずつ発表をおこなっ
た。後半の 30分は質問コーナーを設け、参加者か
らの質問を発表者が答えた。

発表内容は、「今だから聞ける！就活体験談就活

前に内定者のホンネ聞いてみませんか」と題し

• 気になる企業はどうやって見つけた？

• コロナ禍でどう変わった？

• 解禁前は何をしていた？

• リケジョは有利？

というトピックで語り選考フローや就活内容の詳細

を聞くことができた。オンラインのチャット機能を

使用し多くの質問があった。対面よりも学生が質問

しやすい印象だった。2名が同じ専攻だったため次
回は様々な専攻・学群から発表者を依頼することで

学生がより参加しやすい交流会になると思う。

参加者の感想（環境理工学群 4年柴崎友里）
発表者 2人のスライドの完成度がとても高く、そ
れぞれのトピックについて内容がしっかり書かれ

ていたので、とても分かりやすかった。特に、イン

ターンシップは何社行ったのか、何社面接を受けた

のか、どの時期にどのような対策、活動を行ってい

たのかを明確に説明されていたのでとても参考に

なった。質問コーナーでは参加者が積極的に質問し

ており、発表者の 2人も言葉に詰まらず、簡潔に答
えてくださったのでとても充実したイベントになっ

たと思う。

6.2 【メイクアップ講座】
開催日時 2020年 1月 15日（水）5限
資生堂ライフクオリティビューティーセンターか

ら講師 2名をお招きし、就職活動中の学生を対象と
した “フレッシャーズコース”を受講した。
面接等で第一印象をアップするためのポイントと

なるスキンケアやメイクアップ、表情や所作などに

関して実際にメイクをしながら教えていただいた。

講座では資生堂の化粧品とブラシなどのメイク

道具を使用しそれぞれの化粧品を使用する目的や

効果、注意点など事細かに説明していただいた。各

化粧品を講師が口頭で説明した後に参加者が実際

にメイクをおこない、思うようにできない参加者に

は講師がメイクを施した。

参加者からは、

• いつもは使ったことがないたくさんの種類の化

粧品に触れることができ、今後の化粧品選びの

参考になった。

• 化粧前のベースの準備から教えていただき、と

ても参考になった。

• 資生堂の方に直接メイクをしてもらえる機会

もあり、貴重な体験ができた。

• 時間がぎりぎりで、後半は急ぎ気味になって

しまいましたが、最後まで丁寧に教えていた

だき、もっとゆっくり時間があればなと思いま

した。

• 今回就活向けのメイクを教わったが就職した後

などの毎日の簡単なメイクも一緒に教えてい

ただけるとよいなと思いました。

• 私自身、メイクをあまりしないのと朝時間がな

いので、簡単なやり方もあるとよいなと思いま

した。

• 毎日の肌のお手入れの仕方や肌質の見方やそ
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2020 年 11 月 17 日（月）5 限（オンライン）  

 

コロナ禍の就職活動を終え、パナソニック株式会

社、トヨタ自動車株式会社にそれぞれ内定した KSWE

の大学院 SA、工学研究科基盤工学専攻 電子・光工

学コース 2年の永松 萌と西山 由華）の 2 名が就職

活動の準備、コロナ禍での影響、就職活動時のエピ

ソードなどについて各 30 分ずつ発表をおこなった。

後半の 30 分は質問コーナーを設け、参加者からの質

問を発表者が答えた。 

発表内容は、「今だから聞ける！就活体験談 就活

前に内定者のホンネ聞いてみませんか」と題し 

 

・気になる企業はどうやって見つけた？ 

・コロナ禍でどう変わった？ 

・解禁前は何をしていた？ 

・リケジョは有利？ 

 

というトピックで語り選考フローや就活内容の詳細

を聞くことができた。オンラインのチャット機能を

使用し多くの質問があった。対面よりも学生が質問

しやすい印象だった。2 名が同じ専攻だったため次

回は様々な専攻・学群から発表者を依頼することで

学生がより参加しやすい交流会になると思う。 

 

参加者の感想： 

（環境理工学群 4 年 柴崎 友里） 

 

発表者 2 人のスライドの完成度がとても高く、そ

れぞれのトピックについて内容がしっかり書かれて

いたので、とても分かりやすかった。特に、インタ

ーンシップは何社行ったのか、何社面接を受けたの

か、どの時期にどのような対策、活動を行っていた

のかを明確に説明されていたのでとても参考になっ

た。質問コーナーでは参加者が積極的に質問してお

り、発表者の 2 人も言葉に詰まらず、簡潔に答えて

くださったのでとても充実したイベントになったと

思う。 

 

6.2  【メイクアップ講座】 

2020 年 1 月 15 日（水）5 限 

 

資生堂ライフクオリティビューティーセンターか

ら講師 2 名をお招きし、就職活動中の学生を対象と

した”フレッシャーズコース”を受講した。 

面接等で第一印象をアップするためのポイントと

なるスキンケアやメイクアップ、表情や所作などに

関して実際にメイクをしながら教えていただいた。 

講座では資生堂の化粧品とブラシなどのメイク道

具を使用しそれぞれの化粧品を使用する目的や効果、

注意点など事細かに説明していただいた。各化粧品

を講師が口頭で説明した後に参加者が実際にメイク

をおこない、思うようにできない参加者には講師が

メイクを施した。 

参加者からは、 

 

・いつもは使ったことがないたくさんの種類の化粧

品に触れることができ、今後の化粧品選びの参考

になった。 

・化粧前のベースの準備から教えていただき、とて

も参考になった。 

・資生堂の方に直接メイクをしてもらえる機会もあ

り、貴重な体験ができた。 

・時間がぎりぎりで、後半は急ぎ気味になってしま

いましたが、最後まで丁寧に教えていただき、も

っとゆっくり時間があればなと思いました。 

・今回就活向けのメイクを教わったが就職した後な

どの毎日の簡単なメイクも一緒に教えていただ

けるとよいなと思いました。 

・私自身、メイクをあまりしないのと朝時間がない

ので、簡単なやり方もあるとよいなと思いました。 

・毎日の肌のお手入れの仕方や肌質の見方やそれに

合ったケア用品の選び方も知りたいなと思いま

した。 

などの声があがった。 

 

 

写真 12. 資生堂ライフクオリティビューティーセ

ンターの講師 2 名（左からお一人目と一番奥の列の

右側）からメイクの指導を受ける参加者 

 

 

 

写真 12.資生堂ライフクオリティビューティー
センターの講師 2名（左からお一人目
と一番奥の列の右側）からメイクの指

導を受ける参加者

れに合ったケア用品の選び方も知りたいなと思

いました。

などの声があがった。

7.企業との連携

KSWEの活動は学内だけには留まらず、学外の企
業や学会とも積極的に関係を持ち活動している。

ここでは先ず高知県の地元企業である高知機型工

業株式会社と取締役副社長北泰子さん、次に IEEE
（Institute of Electrical and Electronics Engineers）WIE
（Women in Engineering）四国―広島―福岡支部、最
後に半導体メモリ製品を製造するメモリメーカー、

マイクロンメモリジャパン株式会社との連携イベン

トを紹介する。

7.1 【高知機型工業株式会社への訪問】
開催日時 2019年 11月 6日（水）11:00-14:00
高知県香南市香我美町にある高知機型工業株式

会社は、型の総合メーカーとして自動車、建設用機

械、農業用機械、造船、建築等の各産業分野におい

て重要な役割を担う模型の製作や鋳物・鋳鋼品の試

作開発、量産品の調達をしている。

新しい取り組みとして「働き方改革」と「SDGs」
を積極的に推進し、その中で女性活躍推進法に基づ

く「一般事業主行動計画」を策定し「女性の活躍・

両立支援総合サイト」で公表。女性管理職の割合は

産業平均値を上回っている。

また、高知県ワークライフバランス推進企業認

証」を取得次世代育成支援部門、女性の活躍推進部

門、健康経営部門の推進企業として「高知県ワーク

ライフバランス推進企業認証」を取得し、誰もが働

きやすく、働き続けることのできる職場環境の実現

に向けてさまざまな取組をおこなっている企業であ

きる、DQC(デジタルクイックキャスト)を開発された

という話をお聞きした。これによってさらにオーダ

ー側とのデザインにミスマッチも防ぐことが出来る

ということでとても合理的なシステムだと感じた。

最後に 10 分程度ではあったが実際に工場の中に入

り、製造過程を見学できることが出来た。短時間で

はあったが高知機型工業株式会社や鋳型、そしてこ

の分野についてとても興味深いと感じることが出来

た。このようなイベントがさらに続けばいいなと思

った。 

写真 13. 高知機型工業株式会社女性エンジニア 

マテリアルモールド・リーダーに活動紹介をする

KSWE メンバー

 

写真 14. 製造事務所、製造現場の見学 

7.2  【第 10 回特別講演会（北 泰子さん）】 

2019 年 12 月 3 日（火）5 限 K ホール

高知機型工業株式会社 取締役副社長の北 泰子さ

んにご講演いただいた。 

「今、女性活躍のチャンス到来!」と題し、働き方

改革が推進される中で日本社会にはまだまだ女性に

対する差別意識が残りつつあり、社会の大きな変化

と共に誰もが活躍できる環境を作らなければならな

い。そのために私たちが出来ることは何かというこ

とをお話の中で投げかけられた。 

大学卒業後すぐに結婚し、子育て、義父の介護な

どを行いながら、美術講師、美術館館長、そして現

在はご主人が経営されている会社の副社長と様々な

仕事を歴任された北さんが、現在働き方改革が進む

中で女性の働き方、新しい活躍の仕方をするために

私たちが知るべきこと、考えるべき事、行動するべ

きことについての考えをご教授いただいた。 

マザーテレサの言葉を引用され、 

「思考に気をつけなさい、それはいつか言葉にな

るから。」「言葉に気をつけなさい、それはいつか行

動になるから。」「行動に気をつけなさい、それはい

つか習慣になるから。」「習慣に気をつけなさい、そ

れはいつか性格になるから。」「性格に気をつけなさ

い、それはいつか運命になるから。」 

という言葉の通り、北さんが経験を通じて感じた

思いが確実に職場や普段の活動に現れているように

思った。 

写真 15. 第 10 回お特別講演会ご登壇中の 

北 泰子さん 

7.3  【IEEE(Institute of Electrical and Electronics 

Engineers) WIE(Women in Engineering) 歴代会

長 2 名による講演会】 

WIE (Women in Engineering)とは、IEEE 内のグル

ープの１つで、 テクノロジー分野で活躍する女性技

術者・研究者の自立と連携を支援している。日本支

部（IEEE JC WIE）は 2005 年に設立。 

KSWE では歴代の会長を務められたお二人にご講演

いただいている。 

1. 第 3 回特別講演会（2017 年 6 月 16 日 5 限）

橋 本 隆 子 先 生 （ IEEE Japan Council 

Chair ）による講演会タイトルは「女性技術者・研

究者のキャリア形成に必要な７つのポイント」。先ず

写真 13.高知機型工業株式会社女性エンジニア
マテリアルモールド・リーダーに活動

紹介をする KSWEメンバー

る。高知機型工業の女性エンジニアは普段から定

期的に集まり様々な意見交換や情報共有をおこなっ

ている。

高知工科大学の女性エンジニアが高知機型工業

へ訪問し女性社員との交流や社内及び工場を見学

させていただいた。

イベントスケジュールは以下のとおり。

10:30 参加者集合。北側駐車場から出発

11:00 高知機型工業株式会社に到着

11:15 李先生による大学、KSWE、女性教員
紹介。SA猪岡さんによる KSWE紹介

11:50 女性社員による事業紹介

12:10 昼食

13:00 副社長によるショールーム案内

13:50 工場見学

14:05 高知機型工業株式会社出発

14:30 解散

今回は 5名の女性社員の方が対応してくださり、
入社のきっかけや企業の良い点などを伺った。現在

高知機型工業株式会社は、36名の社員が在籍して
おり、その内女性は 17名。そのため女性管理職は
33%と一般企業と比べてかなり高い。また、育児休
暇取得にも力を入れており、男性社員が 3か月育児
休暇を取ったという事例もあるようだ。そのため、

ワークライフバランスがかなり重視され働きやす

い職場環境のようである。社員は様々な分野から入

社した方が多かったが、総じてものづくりが好きと

いう思いは同じであると感じた。

高知機型工業株式会社 HP：

https://www.nc-model-inc.co.jp/

参加者の感想（環境理工学群 4年柴崎友里）
最初に副社長と女性社員 5人を交えて事業内容や
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きる、DQC(デジタルクイックキャスト)を開発された

という話をお聞きした。これによってさらにオーダ

ー側とのデザインにミスマッチも防ぐことが出来る

ということでとても合理的なシステムだと感じた。

最後に 10 分程度ではあったが実際に工場の中に入

り、製造過程を見学できることが出来た。短時間で

はあったが高知機型工業株式会社や鋳型、そしてこ

の分野についてとても興味深いと感じることが出来

た。このようなイベントがさらに続けばいいなと思

った。 

写真 13. 高知機型工業株式会社女性エンジニア 

マテリアルモールド・リーダーに活動紹介をする

KSWE メンバー

 

写真 14. 製造事務所、製造現場の見学 

7.2  【第 10 回特別講演会（北 泰子さん）】 

2019 年 12 月 3 日（火）5 限 K ホール

高知機型工業株式会社 取締役副社長の北 泰子さ

んにご講演いただいた。 

「今、女性活躍のチャンス到来!」と題し、働き方

改革が推進される中で日本社会にはまだまだ女性に

対する差別意識が残りつつあり、社会の大きな変化

と共に誰もが活躍できる環境を作らなければならな

い。そのために私たちが出来ることは何かというこ

とをお話の中で投げかけられた。 

大学卒業後すぐに結婚し、子育て、義父の介護な

どを行いながら、美術講師、美術館館長、そして現

在はご主人が経営されている会社の副社長と様々な

仕事を歴任された北さんが、現在働き方改革が進む

中で女性の働き方、新しい活躍の仕方をするために

私たちが知るべきこと、考えるべき事、行動するべ

きことについての考えをご教授いただいた。 

マザーテレサの言葉を引用され、 

「思考に気をつけなさい、それはいつか言葉にな

るから。」「言葉に気をつけなさい、それはいつか行

動になるから。」「行動に気をつけなさい、それはい

つか習慣になるから。」「習慣に気をつけなさい、そ

れはいつか性格になるから。」「性格に気をつけなさ

い、それはいつか運命になるから。」 

という言葉の通り、北さんが経験を通じて感じた

思いが確実に職場や普段の活動に現れているように

思った。 

写真 15. 第 10 回お特別講演会ご登壇中の 

北 泰子さん 

7.3  【IEEE(Institute of Electrical and Electronics 

Engineers) WIE(Women in Engineering) 歴代会

長 2 名による講演会】 

WIE (Women in Engineering)とは、IEEE 内のグル

ープの１つで、 テクノロジー分野で活躍する女性技

術者・研究者の自立と連携を支援している。日本支

部（IEEE JC WIE）は 2005 年に設立。 

KSWE では歴代の会長を務められたお二人にご講演

いただいている。 

1. 第 3 回特別講演会（2017 年 6 月 16 日 5 限）

橋 本 隆 子 先 生 （ IEEE Japan Council 

Chair ）による講演会タイトルは「女性技術者・研

究者のキャリア形成に必要な７つのポイント」。先ず

写真 14.製造事務所、製造現場の見学

働き方についてお聞きし、「なぜこの分野に興味を

持ったのか」について質問した。今回参加してくだ

さった女性社員全員が元々染色など違う分野で活躍

されており、この企業に入社したことをきっかけに

専門知識を学ぶようになったという。また、子ども

がいらっしゃる女性社員の働き方についてもお聞き

した。ある社員の方はお子様が小さいときにパート

として入社し、現在フルタイムで働いているとい

う。また、現在 2人の女性社員が産休、育休をとっ
ており、過去には 3か月の育休を取った男性社員も
いらっしゃったという。副社長のお話では「女性の

ステージの合わせた支援を行いたい。」という言葉

もあり、とても女性としての生き方を尊重してくれ

る素晴らしい企業だと感じた。

昼食の時間では大学生活や社員の方のお子さん

の進路に関する話など普段なかなか話せない世代

の方とお話することができとても新鮮だった。

昼食後のショールーム見学では副社長自ら会社製

品や製造過程などについて説明していただき、実際

の製品に触れることによってより深く事業内容を知

ることができた。高知機型工業株式会社では金属

製、樹脂製などさまざまな素材で鋳型を制作され

ており、これは国内でもとてもめずらしいそうだ。

また、企業からオーダーを受けて鋳型を作る際、金

属製でサンプルを制作すると時間もコストもかか

るということで、パソコンのデータから 3Dプリン
ターのような要領で早く安く光造型サンプルを作

成することができる、DQC（デジタルクイックキャ
スト）を開発されたという話をお聞きした。これに

よってさらにオーダー側とのデザインにミスマッチ

も防ぐことが出来るということでとても合理的な

システムだと感じた。最後に 10分程度ではあった
が実際に工場の中に入り、製造過程を見学できるこ

とが出来た。短時間ではあったが高知機型工業株式

会社や鋳型、そしてこの分野についてとても興味深

いと感じることが出来た。このようなイベントがさ

きる、DQC(デジタルクイックキャスト)を開発された

という話をお聞きした。これによってさらにオーダ

ー側とのデザインにミスマッチも防ぐことが出来る

ということでとても合理的なシステムだと感じた。

最後に 10 分程度ではあったが実際に工場の中に入

り、製造過程を見学できることが出来た。短時間で

はあったが高知機型工業株式会社や鋳型、そしてこ

の分野についてとても興味深いと感じることが出来

た。このようなイベントがさらに続けばいいなと思

った。 

写真 13. 高知機型工業株式会社女性エンジニア 

マテリアルモールド・リーダーに活動紹介をする

KSWE メンバー

 

写真 14. 製造事務所、製造現場の見学 

7.2  【第 10 回特別講演会（北 泰子さん）】 

2019 年 12 月 3 日（火）5 限 K ホール

高知機型工業株式会社 取締役副社長の北 泰子さ

んにご講演いただいた。 

「今、女性活躍のチャンス到来!」と題し、働き方

改革が推進される中で日本社会にはまだまだ女性に

対する差別意識が残りつつあり、社会の大きな変化

と共に誰もが活躍できる環境を作らなければならな

い。そのために私たちが出来ることは何かというこ

とをお話の中で投げかけられた。 

大学卒業後すぐに結婚し、子育て、義父の介護な

どを行いながら、美術講師、美術館館長、そして現

在はご主人が経営されている会社の副社長と様々な

仕事を歴任された北さんが、現在働き方改革が進む

中で女性の働き方、新しい活躍の仕方をするために

私たちが知るべきこと、考えるべき事、行動するべ

きことについての考えをご教授いただいた。 

マザーテレサの言葉を引用され、 

「思考に気をつけなさい、それはいつか言葉にな

るから。」「言葉に気をつけなさい、それはいつか行

動になるから。」「行動に気をつけなさい、それはい

つか習慣になるから。」「習慣に気をつけなさい、そ

れはいつか性格になるから。」「性格に気をつけなさ

い、それはいつか運命になるから。」 

という言葉の通り、北さんが経験を通じて感じた

思いが確実に職場や普段の活動に現れているように

思った。 

写真 15. 第 10 回お特別講演会ご登壇中の 

北 泰子さん 

7.3  【IEEE(Institute of Electrical and Electronics 

Engineers) WIE(Women in Engineering) 歴代会

長 2 名による講演会】 

WIE (Women in Engineering)とは、IEEE 内のグル

ープの１つで、 テクノロジー分野で活躍する女性技

術者・研究者の自立と連携を支援している。日本支

部（IEEE JC WIE）は 2005 年に設立。 

KSWE では歴代の会長を務められたお二人にご講演

いただいている。 

1. 第 3 回特別講演会（2017 年 6 月 16 日 5 限）

橋 本 隆 子 先 生 （ IEEE Japan Council 

Chair ）による講演会タイトルは「女性技術者・研

究者のキャリア形成に必要な７つのポイント」。先ず

写真 15.第 10回特別講演会ご登壇中の
北泰子さん

らに続けばいいなと思った。

7.2 【第 10回特別講演会（北泰子さん）】
開催日時 2019年 12月 3日（火）5限 Kホール
高知機型工業株式会社取締役副社長の北泰子さ

んにご講演いただいた。

「今、女性活躍のチャンス到来！」と題し、働き

方改革が推進される中で日本社会にはまだまだ女

性に対する差別意識が残りつつあり、社会の大きな

変化と共に誰もが活躍できる環境を作らなければ

ならない。そのために私たちが出来ることは何かと

いうことをお話の中で投げかけられた。

大学卒業後すぐに結婚し、子育て、義父の介護な

どを行いながら、美術講師、美術館館長、そして現

在はご主人が経営されている会社の副社長と様々な

仕事を歴任された北さんが、現在働き方改革が進む

中で女性の働き方、新しい活躍の仕方をするために

私たちが知るべきこと、考えるべき事、行動するべ

きことについての考えをご教授いただいた。

マザーテレサの言葉を引用され、「思考に気をつ

けなさい、それはいつか言葉になるから。」「言葉に

気をつけなさい、それはいつか行動になるから。」

「行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になる

から。」「習慣に気をつけなさい、それはいつか性

格になるから。」「性格に気をつけなさい、それは

いつか運命になるから。」という言葉の通り、北さ

んが経験を通じて感じた思いが確実に職場や普段

の活動に現れているように思った。

7.3 【IEEE（Institute of Electrical and Electronics
Engineers）WIE（Women in Engineering）歴代
会長 2名による講演会】

WIE（Women in Engineering）とは、IEEE 内のグ
ループの 1つで、テクノロジー分野で活躍する女性
技術者・研究者の自立と連携を支援している。日本
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支部（IEEE JC WIE）は 2005年に設立。
KSWE では歴代の会長を務められたお二人にご
講演いただいている。

1. 第 3回特別講演会（2017年 6月 16日 5限）
橋本隆子先生（IEEE Japan Council Chair）による
講演会タイトルは「女性技術者・研究者のキャリア

形成に必要な 7つのポイント」。先ずは女性技術者・
研究者としての開発、女性技術者・研究者としての

ワークライフバランスについてお話された。

研究からビジネス起ち上げへの過程や研究者・技

術者として学ばれたことやキャリアに対する不安、

いかにネットワーキングが大切なことであるかなど

ロールモデルとしてとても興味深い内容であった。

また感情のコントロール方法など技術者・研究者で

あるためには直接的に影響しないようなことも実

は大変重要であると説かれた。

橋本先生がお考えになるキャリア形成に必要な 7
つのポイントは以下の通り。

1. Say “Yes, why not?”
少しだけ無理をして、チャレンジをする。

• 傷つくことを恐れない

2. Be Myself
自分を知る・自分をコントロールする

• くよくよしない、でも反省はする

3. Good Reputation
実力に大きな差はない

チャンスは評判の良い人のところに来る

• Friendlyになる

• 相手を理解しようと努める

• 人の役に立とうと思う

• お金の使い方に気を付ける

4. Role Model
尊敬する人

• 国井秀子先生（元リコー役員、東京電力

/HONDA社外取締役）

5. Networking
Know whoが大切

• 友達を作る

6. Be Intelligent
勉強する/スキルを磨く/データを示す

• 弱点を克服するために努力する

• 弱点をデータでカバーする

7. Family Support
家族の理解があってこそ

ご結婚と 2度の出産を経験されている。女性の年
齢階級別労働力の国際比較や、共働き世帯数の推

移、夫の家事・育児参加率の国際比較のグラフを示

してご説明された。育児中に勤務されていた株式会

社リコーでの仕事と生活の両立を支援する制度な

どもご紹介された。

2. 第 7回特別講演会（2018年 12月 6日 5限）
矢野絵美さん（リコー ITソリューションズ株式
会社経営企画本部人事部、IEEEJapanCouncilWIEの
第 6 代 Chair（2016～17 年））による講演会を開催
した。ご講演タイトルは、「CHANGE THE WORLD
変化を生み出す人になろう！」。ダイバーシティ推

進や働き方改革をキーワードに、日本社会全体や

リコー ITソリューションズでの現状や取り組みに
ついてお話しいただいた。IT産業における女性活
躍の現状を実際のデータを示されてご教授いただ

き活躍の阻害要因について考え働き改革によってど

のように現状を変えていくことができるのかをリ

コー ITソリューションズでの実践事例を交えてディ
スカッションした。

さらに、大学時代の過ごし方やキャリアに対する

考え方、多様な人々が活躍する世界で自分らしく輝

くための一歩！についてもご紹介いただいた。

7.4 【マイクロンメモリジャパン株式会社中堅エン
ジニアによる講演会（若手研究者・留学生シン

ポジウム グローバル化の視点とパフォーマン

ス）】

開催日時 2021年 11月 14日 13:30～16:30（ハイ
ブリッド）

マイクロンメモリジャパン株式会社は、最先端メ

モリ製品の開発、設計および生産を事業とする半導

体メーカーで、主にDRAM、NAND型フラッシュメ
モリの製造を行っている。マイクロンで勤続 20年
の渡邉由布子さんによる講演会を開催した。

渡邊さんは、2001年に日立超 LSIシステムズへ
入社、レイアウト設計者としてエンジニアのキャリ

アをスタートされた。その後エルピーダメモリ株

式会社でシニアエンジニアとして勤務し、2013年 8
月にマイクロンシニアエンジニアに就任。約 20年
間新規プロセス DRAMのアレイ開発・設計に従事
されている。

また、エンジニアとしてのキャリア構築の傍ら、

マイクロンが推進するダイバーシティの枠組みの一

つである従業員リソースグループにて、女性リー

ダー支援プログラムに参加されている。
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渡邊さんのご講演タイトルは、「Engineering 

Career – challenges, opportunities and value of 

being an engineer」。20 年に渡るエンジニアとして

のキャリアの中で、モノづくりの仕事の醍醐味を感

じられた場面や、キャリア方向性の選択について熟

慮するなど、さまざまなご経験をされている。また、

新型コロナウイルスの世界的な蔓延など、個々人で

はどうにもならない社会情勢に直面したときにチー

ムで助け合うことの重要性など、若いエンジニアが

将来のキャリアをデザインする上で大変参考になる

お話をいただいた。 

 

 

写真 16. ハイブリッド開催となったシンポジウム。

高知工科大学 C 棟 102 教室の参加者（手前）とオン

ライン参加者（奥のスクリーン） 

 

8. 地域連携棟 207 室の利用について 

KSWE の活動の中心となるお部屋を 2019 年 5 月 23

日、それまで使用させていただいていた C棟 305 室

から地域連携棟 207 室へ移動した。 

この部屋は女子学生を対象に平日の 9:00 から

18:00 まで開放されている。インターネットを利用

した調べ物や課題作成、文書等の作成、印刷、また

読書や試験勉強などで利用可能となっている。（現在

は室内での飲食は不可） 

KSWE のミーティングや比較的小規模な交流会

（2019 年 10 月 24 日）やメイクアップ講座（2020

年 1月 15 日）、新規 SA向けの内部勉強会、（2021 年

5 月, 2022 年 5 月）などのイベントで利用している

他、今後は新型コロナウィルスの状況を見ながら英

語学習企画、留学生交流企画などの定期的なイベン

トをこの部屋で開催予定である。 

写真 17. 地域連携棟 207 室での交流会にて、会社

紹介、就職活動や、企業での研究開発、今後のキャ

リアプラン等についてお話をされる間 麗衣さん 

（2019 年 10 月 24 日） 

 

KSWE のホームページと SNS ご参考ください。 

HP: http://www.kochi-tech.ac.jp/kswe/ 

メール: kswe@kochi-tech.ac.jp 

Twitter:@kut_swe  

Instagram: kutswe 
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Abstract: This report summarizes the activities of Kochi University of Technology Society of Women Engineers (KSWE)
from 2018 to 2022. During these four years, KSWE has provided support for female students and researchers to com-
municate, gain knowledge, and experience society within the science and engineering fields. KUT’s female engineers
continue to gain confidence through their experiences in various KSWE events and activities at Kami campus.
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